
平成１９年７月１２日

九州遺産観光セミナーを開催します！
～平成１９年度第１回セミナーを宮崎にて開催～

九州運輸局では、これまでも、九州遺産を観光資源として活用し観光振興へつなげるた
め、その現況や魅力を広く皆様に紹介するとともに、遺産を活かした地域づくり、観光に有効な
活用方法、現状での課題を解決するための方策などを資料、映像等で紹介・説明するセミナーを
行っています。
平成１９年度第１回セミナーを８月７日(火)に九州遺産（近現代遺産編101）にも選定

されている宮崎県庁本庁舎の講堂において開催することとしましたので、お知らせいたし
ます（別紙参照 。）

今回は「宮崎と近代化遺産」のテーマのもと、以下の講師により宮崎県内の知られざる
近代化遺産や九州の様々な遺産群を紹介し、その魅力や活用の可能性を探ることとしてい
ます。併せて、県庁見学ツアーも実施する予定です。

観光振興による地域づくりに興味のある方であればどなたでもご参加頂けますので是非
ご応募下さい。応募方法等に関しましては、別紙の問い合わせ先までご連絡願います。

《講師のご紹介》

砂田 光紀 氏 幸田 亮一 氏 田村 省三 氏
すなだ こうき こうだ りょういち たむら しょうぞう

【現職等】 【現職等】 【現職等】
・（有）オフィスフィールドノート ・熊本学園大学商学部教授 ・尚古集成館館長

代表 ・同大学大学院経営学研究科長 鹿児島県博物館協会副会長･
・北九州市景観部会委員 鹿児島市文化財審議会副会長･
・佐賀市徴古館周辺環境整備基 鹿児島市立美術館協議会委員【主な取組】 ･
本計画検討委員 専門は経営史、産業技術史 示現流東郷財団理事･

【主な取組】産業考古学。
熊本県や長崎県をはじめ、九州 旧島津家に関わる研究をベースに【主な取組】

博物館・美術館・公共施設・文 の産業遺産とその保存活用に 薩摩の近代化を鋭く見つめる。特に
化施設の企画、構想、設計製 関して造型が深い。 幕末～明治期の薩摩における近代
作に従事。地域計画や観光に 「九州伝承遺産ネットワーク」設 化事業「集成館事業」を歴史的背景
関わる新しいビジョンを提案す 立の際の呼びかけ人の一人。 と、関わった人々の両面から読み
るプロジェクトにも関わる。 解く。

京都大学大学院修了

･主要論文等著書：「九州遺産 近現代遺産編 佐賀大学、大阪経済大学を経て現

「尚古集成館」１０１」 職に

「江戸大名の茶の湯」共同執筆「九州新幹線で行く 物見遊

「薩摩の七傑」共同執筆山」ほか

「島津日新公といろは歌」
その他

連絡先 九州運輸局企画観光部観光地域振興課
担当：押井・前本
電話：０９２－４７２－２９２０

九州運輸局Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 国土交通省



別紙

●開 催 地 宮崎県宮崎市「宮崎県庁講堂」

●開催期間 平成１９年８月７日（火）１３時３０分 ～１６時５０分

●応募資格 観光関係者や地方公共団体、まちづくりに取り組んでいる方々
など、九州遺産や観光振興による地域の活性化に関心のある方な
ら、どなたでも受講できます。

●参 加 料 無 料

●募集人員 ７０名程度

、 、 。●応募方法 往復ハガキ メール ＦＡＸに次の事項を記入して応募してください
①氏名②住所③年齢④職業⑤電話番号⑥FAX番号⑦メールアドレス
返信用ハガキには郵便番号・住所・氏名をご記入ください。

●応募締切 平成１９年７月２７日(金)必着。
応募多数の場合は抽選とさせて頂きます。
結果は発送をもってお知らせいたします。
なお、当選・落選などの結果についてのお問い合わせにはお答え
できません。

●注意事項 返信用ハガキ、メール、ＦＡＸにて結果をお知らせしますので、返信
先の記載をお忘れないようお願いします。

● 第１回プログラム（予定）

○テーマ「宮崎と近代化遺産」
開会あいさつ 九州運輸局
講義① 「九州遺産と宮崎の宝物」 講師 砂田光紀
講義② 「石と木と水の九州遺産」 講師 幸田亮一
講義③ 「海から見た南九州の歴史」 講師 田村省三
ディスカッション 「遺産をめぐる観光の可能性について」

（ ）ゲスト・スピーカー 大江英夫 九州観光推進機構事業本部副本部長
パネラー 幸田亮一、田村省三、山口一朗

県知事あいさつ 東国原英夫【 】
県庁見学ツアー 「宮崎県庁の魅力を探る」

問い合わせ：〒８１２－００１３

福岡市博多区博多駅東２丁目１１－１

九州運輸局 企画観光部 観光地域振興課

（ ）担当：押井・前本 TEL 0９２-４７２-２９２０
（ ）FAX 0９２-４７２-２３３４

（ ）e-mail：kf-kikaku@qst.mlit.go.jp

九州運輸局Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 国土交通省


